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C：繊維方向…ほとんど膨張，伸縮しない

N5000-2  木材カット面変形実験
●ねらい：�木材は乾燥すると縮み、水分を含むと膨らむことを知る。
　　　　　�また、木の切り方や断面の向きによって�変化の仕方が異なることを知る。 
■手順 1

2
3

木材を使って物を作る時は、良く乾燥したものを使う。乾燥させないで使うと、収縮して変形し、実験と反対
の結果になる。

実験セットにある三つの木材試験片が、木材のどの部分から作られたものか、教科書や学習ノートの図を見て確かめる。
水分を含んだ時に伸びる（変形する）のはどれが一番大きいか予想して順位を記入する。
スポイトを使って木片に水をかけ、伸びていく様子を観察する。
結果を記入する。また、伸びた長さを目盛りを見て記録する。

実験セットの木片は、水分が蒸発して乾燥すると元の形にもどるが、直射日光に当てると大きく変形するので、日陰で
乾かすようにする。また、木片をケースから出すと伸びだけでなく、そったりねじったりするので、ケースに入れたま
ま乾かすとよい。

★考えるヒント :

（留意点）


